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令和元年度第 1 回木曽川水系流域委員会 議事要旨 

 

日 時：令和元年 5月 20 日（月）10:30～11:30 

場 所：シティホテル美濃加茂 若竹の間  

 

１． 開会 

 

２． 挨拶（辻本委員長） 

 

３． 挨拶（中部地方整備局木曽川上流河川事務所長） 

 

４． 議事 

（１） 長良川遊水地の候補地選定について 

主な意見は以下の通り 

 候補地における遊水地の貯留量、越流堤幅等の諸元値を整理すること。概算事業費に見込む

付帯工事等の内容を明示すること。 

 選定した候補地において、遊水地ができたことにより被害が無くなると地域住民に誤解を与

えないよう、超過洪水に対する説明も行うこと。 

 今回選定されていない候補地についても、自然の遊水機能を有する治水安全度上有効な土地

であることを関係者に周知するとともに、次期整備計画や基本方針に向けた遊水地の候補地

に関する検討を引き続き行うこと。 

 県管理区間と国管理区間で整備計画が異なるため、両者の整合がとれるよう、関係機関と十

分に協議すること。 

 調節量を算出する際の考え方について、地域の住民に説明する際には一般にもわかりやすい

表現とすること。 

 事業実施に際しては地域の意見をしっかりと踏まえて進めること。 

 

→ 長良川遊水地の候補地は、横越地区と池尻地区で了承。 

 

（２）木曽川水系河川整備計画変更に向けた今後のスケジュールについて 

主な意見は以下の通り 

・気候変動は維持管理分野のみに関係するものではないため、その影響については改めて包括的

に検討すること。 

 

５．  閉会 

 

以 上 


